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　富山市は、本州の日本海沿岸のほぼ中

央に位置し、水深 1,000 メートルの「海

の幸の宝庫」富山湾から、標高 3,000 メー

トル級の雄大な北アルプス立山連峰まで、

標高差 4,000 メートルのまさに深海から

天空に至るまでの多様な地勢を有する水

と緑に恵まれた日本海側有数の中核都市

で、平成 17 年に富山市、大沢野町、大山町、

八尾町、婦中町、山田村、細入村が合併し、

人口約42万人の新しい富山市となりました。

　富山市消防団は、現在、１本部、10 方

面団、80 分団、2,382 名で組織されており、

女性分団は、富山女性分団、大沢野女性

分団の２分団が活動しています。

　平成４年に大沢野町消防団に団本部付

けで女性消防団員が採用され、平成 17 年

の合併を経て、平成 22 年に女性だけの分

団として、大沢野女性分団が誕生しまし

た。

　「自分たちの地域は、自分たちで守る」

という消防団精神のもと、予防に重点を

置いた活動を行ってきました。現在は、

20 代から 60 代と幅広い年代の団員が、

様々な年齢層や地域の実情に応じて、試

行錯誤しながら「子どもから高齢者まで

の防火防災」をテーマに活動しています。

　主な活動内容として、「ひとり暮らし高

齢者家庭の防火訪問」、「自主防災会等に

向けた防火防災に関する寸劇」、「子ども

を対象にした出張防火教室」、「年２回の

火災予防運動期間中の広報活動」、「年１

回の広報誌の発行」等があります。

　「ひとり暮らし高齢者家庭の防火訪問」

では、防火診断を行いながら、毛糸で編

んだタワシや刺し子糸で縫った火災予防

のコメント入り布巾、防火バケツ等を配

布しています。これは、日常的に使用す

る日用品を用い、視覚から防火を意識し

てもらうために行っているもので、訪問

した高齢者家庭からは「これ（タワシや

布巾、バケツ）を見ると女性消防団員の

顔を思い出し、火の用心に気配りしてい

る。」との言葉を頂いています。地道な活

動ではありますが、継続することが地域

の防火防災につながると信じ、今後も行っ

ていきたいと思います。

　「自主防災会等に向けた防火防災に関す

る寸劇」は、平成４年の発足当初から行っ

ており、私たちの活動の中心となってい

ます。生活の中で起こりうる火災をはじ

めとした災害をテーマに身近な題材を取

り上げて、春・秋の消防総合訓練時には

もちろんのこと、各種のイベントに出向
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き、演じています。自分たちでシナリオ

を考え、大道具、小道具も全て手作りし、

観て聞いて楽しめるものを目指し活動し

てきました。平成 26 年度には「第 20 回

全国女性消防団員活性化ちば大会」への

出場が決定し、新たな台本を作り発表し

ました。その寸劇は、現在も進化しなが

ら地域の防火防災のための活動に役立て

ています。

　「子どもを対象にした出張防火教室」は、

寸劇と同じくらい重要な位置づけとなっ

ている活動です。幼稚園や保育所へ訪問

し、手作りの紙芝居や影絵、手遊びを交

えた歌、ゲーム等、子供たちの五感に訴

えるような工夫を凝らし、飽きさせない

ように心掛けています。この防火教室で

は、「子どもたちからの笑顔」を活力に、

活動しており、子どもたちの防火に対す

る気持ちが芽生える一助になるよう努力

しています。

　「年２回の火災予防運動期間中の広報活

動」では、広報車を使用し、各地を巡回

しています。広報文は自分たちで考えて

いますが、個々の家族構成等を考慮し、

地域に合わせた内容になるよう創意工夫

しています。

　「年１回の広報誌の発行」は、『火まわ

り通信』と題した広報誌を発行しており、

今年で８回目を迎えました。内容は、分

団の活動報告をはじめ、自主防災会の取

り組みの紹介や地域の緊急避難場所、Ａ

ＥＤの設置場所の紹介、住民の防災に対

する心構え等の紹介を毎回、地域性に重

点を置き、注視してもらえるよう工夫を

凝らして広報誌を作成しています。

　今年、女性消防団員採用から 25 年目を

迎えました。今までの24年間は、がむしゃ

らに活動してきましたが、これからも、

女性ならではの視点で活動内容を充実さ

せ、地域のための女性消防団になれるよ

う成長していきたいと思います。

　笑顔あふれる地域を創る女性消防団を

目指して！！

　富山市消防団大沢野方面団では、青年

層・婦人層から消防団員を掘り起こすこ

とが急務であり、地域の自治振興会や町

内会、また、企業などに働き掛け、消防

団への入団協力を各団員が日頃から積極

的に推進する必要があります。

　そのためにも、これまで以上に消防団

員が活動しやすい環境作りや施設・装備

等の整備及び、女性消防団員の加入促進

などの活性化事業を推進し、「魅力ある消

防団」作りに努めてまいります。
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